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宅、本戦略プログラムで提案のTHIBの構築が重要となる。  

9．2 海外の状況  

バイオインフォマテイクス関連研究に対する公的資金サポートの状況に  

ついて以下、米国、英国、欧州、アジアに関する調査結果を述べる。  

＜米国＞   

米国では、国立衛生研究所（NatimaHnstitutesofHeaLth，NIH）傘下の国  

立研究資源センター（NationalCenterforResearchResources，NO＝折）内にお  

いて、 

究プログラムが開始されている5。   

Bl剛は全米各地の提携機関の協力を得て医科学研究者向けにソフトウェ  

アツールとインフラリソースを提供している。現荏は脳科学に関連した、  

ヒト脳のM∃＝画像と医療情報の連携検索を可能にするFunにticnaHmaging  

Bl剛T（カIs、マウス脳解剖図のデジタルアトラスを扱うMMSeBIFNT∞ls、  

そしてヒト脳の形態計測画像の管理、保管、検索を行うトノbrphcnletryBIRN  

T00lsを提供している。FunctionallmagingBIRNT∝）lsにおいては、被験者（患  

者）各種のM刊吉十測画像と医療情報をURLのリンクによって結びつけるこ  

とによって、アルツハイマー病、躁鬱病、多動性注意欠陥障害、自閉症な  

どの神経疾患を毛つ脳の機能的な特徴の抽出、分析が可能になっている。  

これらのツールを利用するのは脳科学研究従事者に限らず、他の疾患研究  

に携わる研究者、技術者、医療従事者毛多いことがわかっている。   

米国に拠点をおくデータベース系企業では、診療データを元に患者の治  

療フローを分析し、実際の医療プロセスとそのアウトカムを比較すること  

で医療の質の向上、医療経済的な評価に役立てている。   

また、2009年のAJTM3rlcaRecoveryandRein＞eStmentAct（アメリカ再  

生・再投資法）の貴かにはHealth］nforrnatknTec卜れ○（ogYforEcommicand  

CnnicalHea］th（HITE釧）Actが含まれ、約20億ドルが医療情幸炭のインフラ  

整備や導入に費やされることが決定している。  

5http：／／Ⅵ八V＼〟．nbim．net／index＿ie6．shtm  
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新規プ0グラム   内容   
投資額  

（百万ドル）   

地域普及センター   
医療情報技術の取り扱い等を医療提供者に  643   
普及させるための機関を全米で70機関設立  

健康情報交流  地域間での健康情報のやり取りを支援   564  

人材育成プログラム  
健康情報の専門化の育成など。4万5千人  118   
の育成を目標としている  

情報の機密性、ネットワークフラットフォー  
健康情報技術の高度化に向けた研究   ムの構築など健康情報技術の高度化を目指  60   

した研究開発の支  

全米健康情報ネットワークなど  健康情報基盤の構築、整備のための投資   64   

その他含めた総計  2000   
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（NevvEnglandJournaIofMedicine362：382，February4，2010より抜粋）   

この法律によって、健康情報の電子化がなされ、アメリカ国民の健康や  

アメリカの医療制度を改善することが目標とされている。また、こうした  

目標の達成には国民の参加や医療従事者による情報の適切な活用が必要と  

されており、これに向けた技術開発やインセンティプの付与の仕組みづく  

リガ進められている。   

我が国でもE HR（ElectronicHealthRecord）の整備など、THIB構  

築とと毛に実施していく必要がある。   

＜欧州＞   

欧州の主な資金配分組織は欧州委員会のSeventhFramevvorkProgram  

forResearchandTec卜noJogicalDeveloprTlent（FP7）である。FP71nfrastructure  

枠において、FP6期間中に推進された欧州分子生物学研究所（Europe訂1  

ルbIecu［arE3i0logYLaboratorY：EWL）のバイオインフォマテイクス事業など、  

国・地域縦断的に関連した事業を統合・拡充して、インフォマテイクス研  

究プロジ工ワトのうち急速に増加、拡大する生物医学情報を活用する次世  

代のバイオインフォマテイクス構築の計画を纏めるために、欧州ライフサ  

イエンス情報基盤計画コンソーシアム（Europeanlife－SCienceinfrastructure  

forbi0logicalinformaticnEuXIR）が設立されている6。EL［X（Rは2011年か  

らの本格稼動を目指した基盤整備のために、2007年から2010年の間にe  

4．5miltimが投資されている。2011年以降毛総額∈470m…ionの基盤整備費用  

と、毎年elOOm…imのコンソーシアム運営費用が投じられる予定であり、  

欧州のバイオインフォマテイクスの中核を担う組織になると予想される。  

その他、欧州委員会の科学技術政策に関する情報検索サービスCOR〕lS  

（CmitYResearchandDeveJopmentln†omatbnService）によると、医科  

学研究、健康科学など、本戦略プログラムに関連したFP7軸eratim（EU  

加盟国以外の国の研究者古参加可能な目標達成型国際共同研究）Health枠  
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6http：／／wvvvv．eJixir－eurOPe．0rg／page．php？page＝brl・C  
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において11件採択されている。実施期間は3～5年、配分額は実施期間  

が3年の宅のはe2．8mi…m前後、5年の吉のは610m…ion前後である。研  

究代表者の所属国を見ると英国が4件と最宅多く、次いでイタリア、スペ  

インが2件ずつ、残りは、オランダ、デンマーク、ハンガリーの研究者を  

代表とするチームに配分されている。   

EU各国で宅医療情報とライフサイエンス研究の連係を推進している。  

デンマークでは、病院における患者情報と、分子レベルのオミックスデー  

タを統合する事によって、疾患の病態と遺伝子発現の関係解明を進めてい  

る。   

特に、欧州での基盤整備プロジェクトは、本プロポーザルのTH t Bと  

関連しており、国際連携を視野に入れたTH t Bの構築を日指す必要があ  

る。  
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（1）内閣府 健康研究推進会議 「健康研究推進戦略」平成21年7月  

（2）EuXtR http：／／wwvv．e（ixir－eurOPe．0rg／page．php  

（3）統合データベースプロジ工ウト http：／／lげesciencedb．mext．g0．」p／  

（4）中村裕輔著 「これからのゲノム医療を知る」羊土社 2009年  

（5）森下真一、阿久津達也編、「バイオデータベースとソフトウエア最前線」実験  

科学増刊 ∨oI．26－N072008羊土社  
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